
2024年 3月 31日  発行 ふ る さ と 第 148号 (1)

みんな元気 1主んで良かつた この地域 麟
吉田 稔 筆

令和6年 3月  No.148
●編集・発行

柏市増尾地域ふるさと協議会

(土地区社会福祉協議会)

〒277-0033

柏市増尾三丁目1番 1号

増尾近隣センター内

て,04-7174-7211

ますお

真剣な演技に胸アツ 芸能発表大会
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2024年 3月 3日 (日 )、 増尾近隣センター体育室において、文化体育部主催による「芸

能発表大会」を 5年ぶりに開催 しました。ノヽ一モニカ演奏、詩吟、カラオケ、英語落語、

よさこい踊り、キッズダンス、舞踊、体操、三線など16組の多彩な演技が繰り広げられま

した。観客と一緒に合唱や体操をする場面もあり、久々の芸能発表大会を楽しみました。
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4年ぶりの開催
新春囲碁将棋大会
文化体育部

2024年 1月 28日 (日 )、 増尾近隣センターにおいて、

4年ぶりの「新春囲碁将棋大会」を開催しました。囲碁

の部は14名、将棋の部は12名が参加しました。ア ドバ

イザーの荒木慎二さん、囲碁将棋大会幹事 3名、ふるさ

と協議会会長、文化体育部員5名が裏方です。

囲碁は80分制とし昼食を挟んで 4試合、将棋は50分

制とし昼食を挟み 5試合を行いました。それぞれ対局時

計を使用して、公平な進行になるように務めました。

囲碁、将棋ともにA、 Bの 2グループに分かれて試合

を開始、段と級の違いを八ンデで調整することで、より

真剣な戦いになりました。

久しぶりの開催のため参加人数が心配でしたが、小学

生 1名、中学生 1名の参加もあり、「楽しみにしていま

した」との声もいただき、無事開催できたことに安堵し

ました。そして何よりも帰り際の参加者の方々のスッキ

リした顔が印象的でした。

表彰者は下記のとおりです。 (敬称略)

<口碁Aの部>

優勝 蒲地 修 2位 久慈勝雄 3位 萩原大介
く日碁Bの部>

優勝 島田政幸 2位 池田 明 3位 蔦野俊之
<将棋Aの部>

優勝 松永喜久郎 2位 赤津幸次郎 3位 土谷息吹
く将棋Bの部>

優勝 岩瀬圭一郎 2位 日暮孝雄  3位 土谷洋志
文化体育部 小林 みつえ

2023年 12月 3日 (日 )、 土小学校において「つくつて

あそば 9」 を開催しました。先着50名の募集でしたが、

締め切り前に満員となり、元気いつぱいの子どもたちが

体育館に集合しました。

最初は柏市内で活動をしている「バルーンバルーン」

のメンバーさんと、用意してくださった色とりどりの風

船で剣などを作り、バルーンアー トを体験しました。そ

の後、多目的教室に移動して「スティックおにぎり作り」

を行いました。青のり 。ケチャップ 。醤油味の 3種類の

ごはんを棒状に握り、それぞれに八ム、薄焼き卵、スラ

イスチーズを巻いて、ブタ・サル・ トリの顔が出来上が

りました。少し難しい部分もありましたが、完成したお

にぎりは、食べるのがもつたいないくらい、とてもかわ

いい仕上がりでした。楽しくおしゃべりをしながら、具

だくさんの豚汁と一緒に食べました。

午後は恒例のツチリンピック !青少年相談員さん、土

小学校PTA会長さんも参加して、雑巾リレーや ドッジボ

ールなど時間いつぱい走り回つて楽しく過ごしました。

地域の色々な小学校から子どもたちが参加するイベン

トは、ふるさと協議会ならではの企画です。来年度も予

定していますのでぜひ参加してください。

地区社協部 風間 理恵
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割れないかな?大丈夫 ?
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冬のコンテナガーデン
文化体育部

2023年 12月 12日 (火 )、 増尾近隣センターにおいて

18名の方々の参加で「冬季園芸講座」を開催 しました。

今回のテーマは「華やかな冬のコンテナガーデン」。「花

を楽しむ教室」を主宰する園芸ソムリエの山口まり先生

を講師にお迎えして、年末から年始を彩るコンテナガー

デンを作りました。

寄せ植えの植物は、シクラメン (チモシリーズ)、 ビ

オラ (見元ビオラ)、 ノヽボタン (ゲブラナガ トヨ オリジ

ナル八ボタン)、 シロタエギク、フォックスリータイム

の 5種類 フ株。寄せ植えの手順として、実際の植え付け

前にまず植物の配置を決めるため、植物をポットに入れ

たままシミュレーシ∃ンすることが大事とのことです。

配置が決まったらウォータースペースを取り、株元の高

さを揃えるように土を調整してポットを置きます。株の

隙間に土を入れ、最後に鉢底の穴から水が流れ出るまで

水を与えて完成です。シックでゴージャスな個性あふれ

る寄せ植えが完成しました。

ペレニアル花倶楽部では、年 2回程の園芸講座を開催

し、ガーデニング初心者の方にも分かりやすく寄せ植え

のコツを教えていただいています。皆様の参加をお待ち

しています。    ペレニアル花倶楽部 畔蒜 澄子

2024年 2月 10日 (土)午後 1時 30分より、増尾近

隣センター会議室 Aにおいて、柏市より防災安全課、市

民活動支援課、増尾近隣センターの職員 5名を含め、15

町 。自治会の会長、防災担当の計32名が参加して防犯防

災部主催の意見交換会を行いました。

能登半島地震が 2024年 1月 1日 に発生しました。首

都圏直下型地震の発生確率が高まつており、柏市でもい

つ発生するか分かりません。

大規模災害時は、「自助」「共助」「公助」が基本とな

ります。「自助」は自らの命は自ら守るという観点から、

災害に対する知識を高め、十分な備えをして置くことで

す。「共助」は自分たちの地域は自分たちで守ることで、

地域の住民が自主防災組織 (町 。自治会 )、 避難所運営

委員会などで組織を作り支え合うことになります。「共

助」の中心は自主防災組織 (町・自治会)であり、機能

しなければ大規模災害時に混乱や困難が起こり、自分た

ちを守ることはできません。「公助」は、国 。県・市が

市民を災害から守ることです。災害発生直後は交通網の

寸断、通信障害、市役所などの施設損傷による一部機能

停止、職員の不足などで援助が十分に行われないことが

想定されます。

「共助」には限界があり、「公助」との連携を速やか

に図り苦難を乗り越えなければなりません。このような

理由から、毎年行政との意見交換会を行い、連携の強化

を図つています。       防犯防災部 志水 房夫

2024年 2月 3日 (土 )、 ポカポカ陽気の中、増尾近隣

センター調理室において、食生活の改善と向上そしてフ

レイル予防を考えた地区社協部主催「シニア料理教室」

を開催しました。今回は参加者 12名を募集し、部員の金

丸正孝さんが講師となり「こんな食材でこんなのができ

ました」をコンセプ トとして実施しました。

紫玉ねぎと春雨などを使つたサラダ 3種、納豆 。明太

マヨネーズ 。ネギを挟んだ栃尾油揚げサンド、白菜 。合

いびき肉・油揚げなどを使った炒めもの、マグロのなめ

ろう、中華丼もどきのあんかけ堅焼きそばなどを、 1デ
ーブル 4名 1組でワイワイガヤガヤ、楽しみながら作り

ました。最後に炊き立てのご飯でおにぎりを作りました。

2個作った人、ソフトボール大の人、食欲に応じていろ

いろな大きさのおにざりが出来上がりました。

試食時には、金丸さんが仕込んだ「ふろふき大根」も

テーブルに並べられ、皆でいただきました。「おいしか

つた」「楽しかった」「また参加します」の声の中、シニ

ア料理教室は無事に終了しました。

地区社協部 築舘 保則
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土小学校創立125周年

地域との類を見ない連携
柏市立土小学校 校長 梅津 健志

土小学校は、1898(明治31)年に萬福寺を仮校舎とし

た 「増尾学校」が現在の場所に校舎を移転 してから125

年目を迎えました。「今年は 125年目だから、1月 25日

にお祝いをしたらどうか」という6年生の発案を活か し、

創立 125周年記念行事のお祝いを行いました。

第 1部は「増尾町会民話の里プロジェク ト」の皆様と

6年生による、増尾地域に伝わる民話の読み間かせを行

いました。6年生の子どもたちは担当する民話を暗記し

て発表することができました。プロジェク トの皆様の姿

に憧れを持つて取り組んだことが、よりよい成果に繋が

つたと思います。

第 2部はPTA主催の、柏市を拠点に活躍中のシンガ
ーソングライターひなたなほこさんと音楽家の仲間たち

によるコンサー トです。オリジナル曲に加えて、毎月子

どもたちが歌つている今月の歌のメロディーを入れて構

成をしてくださり、子どもたちと一緒に歌うことができ

ました。途中サプライズで舟橋諒先生がギターを持つて

登場して『森の音楽隊』を一緒に演奏したり、校長先生

(私のこと)の ピアノ伴奏で『翼をください』をみんな
で歌つたりしました。

第 3部は夕方に開かれ、土地域への感謝の意を込めて

6年生がまとめたプロジェクションマッピングを校舎に

投影して楽しんでいただきました。

125年の歴史ある土小学校は、コミュニティ・スクー

ルとして学校の経営方法を刷新してから1年半が経過し

ました。125周年行事も地域や P〒 Aが中心となって企画

運営していただくまでに、地域と学校が一体となつてい

ます。今年度は、PTA主催のマラソン大会の開催や必
修クラブの 16クラブを地域の皆様に担つていただくなど

全国的にも類を見ない連携が始まり、登下校の見守りか

らさまざまな活動に至るまで、教師以外の大人に支援さ

れることがほぼ日常化しています。

子どもたちも土地域を教材とした課題発見型の学習を

軸に学びを深め、交通安全 。魅力発見ツアー 。お店の

CMづ くり 。ふるさと資料室
紹介・直売所の支援・土つ子

ラン ドなど、学習が地域 に貢

献する形にな りつつあります。

今後も地域 に期待され、子ど

もを通わせたい学校を目指 し

てまいります。

2023年 12月 17日 (日 )午後 6時より、柏市防犯協会
増尾支部と増尾地域ふるさと協議会の共催による「年末

夜間パ トロール」を実施しました。増尾駅前交番、新柏

交番、柏市防災安全課のご協力により、106名が参加し

ました。

増尾地域 3ブロック (増尾駅、増尾近隣センター、新

柏駅を拠点)8ル ー トを青色パ トロール車も随行し、隣
接する複数の町 。自治会でグループを構成し巡回しまし

た。パ トロール中の会話などで、近隣の町 。自治会の交

流ができ連携が深まりました。防災や防犯関連の有事の

際は、近隣の町 。自治会の連携が不可欠です。このよう

な機会を通じ、交流を深めていきたいと思います。参加

者には柏市防災安全課より提供された防災食のビスケッ

トを配布しました。      防犯防災部 志水 房夫

町・自治会の情報をスマホでチエツク

ふるさと協議会ホームページに「町会 。自治会・管理

組合からのお知らせ」のページがあります。スマホを使

つている皆さんであれば、ここに掲載された情報はいつ

でも確認 していただくことが可能です。

ホームページで情報掲載の方法を説明

していますので、右のQRコ ー ドからご

覧いただき、総務広報部宛のメールで、

担当の山下まで気軽にご相談ください。
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===ふ るさと協議会からのお知らせ =一=
2024年度総会を下記の とお り開催 します。なお、委

員の皆様には追つて詳細をお届けします。

日時 2024年 5月 12日 (日 ) 午後 1時30分より
場所 増尾近隣センター体育室

年末夜間バトロール
防犯防災部

障がい者福祉施設で、毎月第2・ 第4水曜日、午前9

時30分から12時まで、簡単な作業 (園芸、手芸他)の

お手伝いをしてくださる方を募集中。

地区社協部 田嶋 (丁EL 7172-4683)ま で、
お問い合わせください。


